
Scope1・2温室効果ガス SBT認定取得 TCFD提言に沿った情報開示 JFR環境マネジメント体制の構築 温室効果ガス削減取り組み策 ESGモデル店舗

JFRグループが設定した温室効果ガス削減目標が、
2019年10月、国際的なイニシアチブである「SBT（Science 
Based Targets）イニシアチブ※」により、科学的根拠に基
づいた目標として認定されました。

SBTイニシアチブ は、2018年10月 に 公表 され た
「IPCC1.5℃特別報告書」を受けて、2019年10月に、産
業革命前からの気温上昇の上限を「2℃」とする現在の基
準から、「2℃を十分に下回る」または「1.5℃」とする2つの
基準を加えて、3段階の基準を設定しました。

当社が設定した目標はその認定基準のうち2番目に厳し
い「2℃を十分に下回る」目標として認定されています。

主要事業会社である大丸松坂屋百貨店では、温室効果
ガス削減目標達成に向け、本社ビル（東京都江東区）や大
丸心斎橋店における再生可能エネルギー電力の100％使

用などの取り組みを進めています。このような取り組みの
成果により、2019年度のJFRグループ温室効果ガス排出
量は、Scope1･2で基準年である2017年度比で16.3％
の削減を実現しました。このように、当社グループの温室
効果ガス削減量は順調に推移しています。

当社グループは、SBTで認定された温室効果ガス削減目
標達成のため、今後も再生可能エネルギー電力シェアの拡
大や省エネの強化など、より一層、積極的な施策に取り組
んでいきます。
※	産業革命前からの気温上昇を2℃未満に抑えるための科学的根拠に基づいた
温室効果ガスの排出削減目標達成を推進することを目的として、CDP、国連グ
ローバル・コンパクト、 WRI（世界資源研究所）、WWF（世界自然保護基金）の4
団体が2015年に共同で設立。

SBTイニシアチブが要求する削減基準

今回認定された温室効果ガス削減目標
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●Scope1・2
　2030年までに、温室効果ガス排出量を40％削減する。
●Scope3
　2030年までに、温室効果ガス排出量40％削減を目指す。

　（いずれも2017年度比）

SBT認定取得
SBTイニシアチブの認定取得

●CDP2019気候変動の調査において「A-」に認定
　J.フロント リテイリングは国際的NGOであるCDPによる
2019気候変動の調査において、初めて「A-」に認定されまし
た。マテリアリティのひとつに「低炭素社会への貢献」を掲げ、
SBTイニシアチブの認定取得に向けた取り組みやTCFD提言
への賛同など気候変動に対する取り組みが評価されました。

社外からの評価
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